
　

こ
の
た
び
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を

創
刊
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
政
府

に
お
い
て
は
、
米
の
減
反
政
策
の
見

直
し
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
農
林
水

産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

を
決
定
し
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら

農
業
を
成
長
産
業
に
す
る
こ
と
を
狙

い
と
し
た
農
政
に
大
き
く
転
換
さ
れ

ま
す
。
生
産
現
場
の
強
化
策
で
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
を
促
進
す
る
施
策

が
具
体
化
し
、
農
地
制
度
を
農
業
者

の
皆
様
へ
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
皆

様
へ
役
立
つ
情
報
提
供
を
行
う
た
め

本
紙
を
創
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
創
刊
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

創
刊
に
あ
た
り

糸
魚
川
市
農
業
委
員
会

吉  

原
　

勝  

廣
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農業者の皆さんを対象とする年金制度です。

加入資格は、

①年間60日以上農業に従事している方

②国民年金の第１号被保険者の方

③60歳未満の方

のすべてに該当する方です。

興味のある方は、農業委員会事務局へ

お問い合わせください。

全国農業新聞は週刊の農業専門紙です。

農業に関係する国政の動きや身近な地

域の情報まで幅広く掲載しています。

購読の申し込みは、各地区の農業委員

又は農業委員会事務局までお願いしま

す。購読料は、月額６００円です。

糸魚川市一の宮１-２-５（市庁舎内）
電話　552-1511　　ＦＡＸ　552-7372糸魚川市農業委員会事務局

全国農業新聞を購読しませんか農業者年金に加入しましょう

番号 氏　　名 住 所 地 担　　当　　地　　区
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8
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19

20

21

22

23

24

25

26

27
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29
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嶋 田 一 彦

吉 原 勝 廣

渡 邊 逸 郎

五 十 嵐 　 昭 一

原 　 利 郎

見 邊 清 市

石 黒 和 彌

猪 又 順 一

中 村 正 明

齊 藤 和 義

保 坂 邦 夫

横 川 　 昭 登 志

木 島 秀 幸

中 村 成 義

山 岸 　 浩

松 澤 茂 憲

池 亀 文 雄

福 田 幸 生

小 池 憲 夫

土 沢 一 男

佐 藤 　 美 津 江

橋 立 勝 男

日 馬 吉 雄

齋 藤 清 美

小 竹 堅 吾

月 岡 精 一

金 子 紘 一

笠 原 　 忠

比 護 　 フ サ 子

髙 澤 マ ス

中 宿

東 海

清 水 山

土 塩

大 平

厚 田

羽 生

粟 倉

押 上

上 刈

大 野

根 小 屋

蒲 池

小 滝

西 中

須 沢

徳 合

百 川

鶉 石

平

平

槙

溝 尾

須 川

木 浦

上 刈

竹 ヶ 花

平

東 塚

上 　 路

浦本全域

東海、田屋、道明、堀切、西谷内、上覚、四ツ屋、東川原、新町

清水山、日光寺、滝川原、上出、下出、谷根、五十原、西塚、東塚、見滝

越、宮平、中野、中林、土塩、坪野、猿倉、吹原

大平、土倉、中川原新田、砂場、北山、角間

大和川全域

水保、羽生、平牛、成沢、真光寺

御前山、市野々、来海沢、粟倉、真木、釜沢、道平、川島、田中

押上、寺町、京ケ峰、蓮台寺、一の宮

清崎、中央、大町、本町、新鉄、横町、寺島、上刈

大野全域

根小屋、東中、上野、栗山、和泉
大工屋敷、上野山、蒲池、西山、余所、杉之当、上横、山口、別所、大久保、梶山、
山寺、大神堂、上沢

小滝全域

今井全域

須沢、今村新田、田海、寺地、青海、橋立

筒石、徳合、仙納、藤崎、空熊新田

百川、大洞、小泊

大平寺、寺山、桂、鶉石、下小見

大沢、島道、中野口

上小見、平、指塩、柱道、大道寺、鷲尾、大王、能生

藤後、槙

溝尾、川詰、東谷内、高倉、下倉

物出、柵口、西飛山、田麦平、崩、須川

木浦、鬼舞、鬼伏

団体選出等のため特定の担当地区は

ありません。

歌、外波、市振、上路

農業委員の担当地区リスト世界ジオパークのまち

会  

長

ひすい農業協同組合

上越農業共済組合

土地改良区

市議会

推

薦

区

分

第1号

平成26年1月31日発行いといがわ市

農業委員会だより



　

去
る
７
月
31
日
・
10
月
31
日
に
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
一
度
に
市

内
全
域
を
回
る
の
は
時
間
的
に
難
し

い
こ
と
か
ら
、
方
面
を
決
め
て
効
率

的
に
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
は
磯
部
地
区
を
中
心
に
耕
作

放
棄
地
や
転
用
案
件
の
現
況
確
認
を

し
ま
し
た
。
特
に
、
耕
作
放

棄
地
は
農
家
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
年
々

増
加
し
て
お
り
、
農
地
を
荒

ら
さ
ず
に
保
全
し
て
い
く
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
草
刈
り
の
仲
介
を

行
っ
た
不
在
地
主
（
市
外
に

居
住
し
て
い
る
土
地
所
有
者

の
こ
と
で
す
）
の
田
ん
ぼ
の

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藤
崎
や
徳
合
の
ほ

場
で
作
付
さ
れ
て
い
な
い
田

ん
ぼ
を
前
に
農
業
委
員
同
士

で
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
協
議

し
ま
し
た
。

 

少
し
ず
つ
前
へ
進
め
る
よ

う
に
各
委
員
の
意
見
を
集
約
し
て
今

後
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
２
回
目
と
い
う
こ
と
で
、

農
地
環
境
整
備
事
業
で
、
ほ
場
整
備

を
実
施
し
て
い
る
湯
川
内
地
区
を
主

に
早
川
方
面
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し

た
。

 

今
後
も
委
員
会
全
体
と
し
て
問
題

意
識
を
持
っ
て
現
況
確
認
に
回
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以

外
の
も
の
に
す
る
行
為
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
例
え
ば
、
農
地
に
住
宅
を

建
築
し
た
り
、
駐
車
場
と
し
て
整
備

す
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
の
資
材
置
場
な
ど
一

時
的
に
農
地
以
外
の
目
的
で
利
用
し
、

そ
の
後
農
地
に
復
旧
す
る
場
合
は
、

一
時
転
用
と
呼
び
ま
す
。

　

農
地
転
用
に
あ
た
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
農
地
法
上
の
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

許
可
を
と
ら
ず
に
転
用
し
た
場
合

は
、
違
反
転
用
と
し
て
処
罰
の
対
象

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
地
区
の
農
業
委
員
や
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
分
が
所
有
す
る
農
地
を
転
用
す

る
場
合
は
農
地
法
の
第
４
条
の
申
請

を
、
他
の
方
が
所
有
す
る
農
地
を
転

用
す
る
場
合
は
農
地
法
の
第
５
条
の

申
請
を
行
い
、
許
可
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

行
政
書
士
を
頼
ん
で
手
続
き
を
代
行

し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地

が
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
農
用

地
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
除
外
等

の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

田
畑
を
借
り
て
耕
作
す
る
場
合
は
、

農
地
法
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

一
般
的
に
は
利
用
権
の
設
定
と
い

う
手
続
き
に
よ
り
、
一
定
期
間
の
契

約
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
契
約
に
か
か
る
期
間
や
賃
借

料
（
物
納
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
）

に
つ
い
て
は
、
土
地
の
所
有
者
と
耕

作
す
る
方
の
双
方
で
話
し
合
い
に
よ

り
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
権
の
場
合
は
、
期
間
が
満
了

す
る
と
い
っ
た
ん
契
約
が
終
了
と
な

り
ま
す
が
、
再
度
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
よ
り
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

期
間
の
終
期
が
近
付
く
と
農
業
委

員
会
か
ら
更
新
に
つ
い
て
の
案
内
が

届
き
ま
す
。
更
新
す
る
場
合
に
は
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
と
も
に
地

域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
集
積
を
進
め
る
た
め
「
農
地
中

間
管
理
機
構
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
農
地
集
積
に
協
力
し
て

農
地
を
貸
し
出
す
人
や
地
域
へ
の
協

力
金
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

協
力
金
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
商
工
農
林
水
産
課
農
業
経
営
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
の
申
請
や
利
用
権
の
申

出
書
な
ど
各
種
手
続
き
の
提
出
締
切

は
、
毎
月
10
日
で
す
。
10
日
が
閉
庁

日
に
あ
た
る
場
合
は
、
直
前
の
市
役

所
が
業
務
を
行
っ
て
い
る
日
に
な
り

ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
月
末
に
開
催

さ
れ
る
市
の
農
業
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
転
用
以
外
の
案
件
は
こ
こ
で
承

認
ま
た
は
許
可
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
転
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

新
潟
県
農
業
会
議
へ
諮
問
し
、
翌
月

の
18
日
頃
に
開
催
さ
れ
る
会
議
の
答

申
を
経
て
許
可
が
出
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
新
潟
県
か
ら
権
限
委

譲
を
受
け
、
市
農
業
委
員
会
会
長
が

許
可
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
申
請
や
届
の
対
象
と
な
る

農
地
は
、
現
地
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入

り
等
に
つ
い
て
ご
配
慮
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
へ
の

　
　

申
請
・届
は
い
つ
ま
で
に
？

耕
作
の
契
約
は
農
地
法
等
の

　
　
　
　
　
　

手
続
き
が
必
要
で
す

農地パトロールを実施しました

・毎月末　農業委員会総会

・５月30日　全国農業委員会会長大会（佐渡市）

・７月４日　上越地区協議会総会

・７月12日　県農業会議巡回業務推進検討会

・７月19日　農業者年金加入推進特別検討会（新潟市）

・７月23日　現地研修会（長岡市）

　　　　　　建議検討委員と認定農業者の意見交換会

・７月31日　農地パトロール

・８月９日　地域別農業委員研修会(長岡市)

・９月30日　県農業会議巡回協議

・10月８日　農業委員会臨時総会

　　　　　　市長へ建議書提出

・10月23日　甲州市農業委員会研修受入

・10月31日　農地パトロール

・11月５日　県農業委員大会（新潟市）

・11月13～14日　天童市農業委員会へ研修

・11月19～20日　県女性農業委員の会総会（上越市）

・12月５日　全国農業委員会会長代表者集会（東京）

・12月12日　上越地区協議会研修（上越市）

農業委員会の動き

―３― ―２―


